
医学研究のグローバル化が加速する中、国際共同臨床試験における日本
の存在感向上は喫緊の課題である。
本講演では、演者が複数の大規模国際共同試験steering committeeメン
バーとして蓄積した経験をもとに、試験デザインの策定から、主要評価
項目の選定に至る科学的議論の実際、そして多様な医療制度・文化的背
景を持つ国際チームでの合意形成プロセス、施設選定などについて解説
する。
グローバルスタンダードの臨床研究を推進する上で求められる視座と、
日本人研究者が担うべき役割について、具体例を交えながら考察する。

2026年

https://us06web.zoom.us/webinar/register/WN_f5G2KqrQTpyiraGq9SBCVg

3 月2日(月)17:00～18:00

京都大学医学部附属病院

加藤 恵理先生

国際共同
臨床試験の現場から

キーワード

 「国際共同臨床試験」

 「RCT」
 「薬剤開発」

高度医療人材養成拠点形成事業 Kyoto NEXT後援
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